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ＲＩ第２５１０地区第１グループ

例会プログラム

深川ロータリークラブ

（火）

Fukagawa Rotary Club

１1     　                           １５

村中財団・米山委員長卓話
法定休会
ＲＣ情報Ⅰ
国際奉仕委員会担当例会
クリスマス家族会

総 会 員 数
欠 席 者 数

出 席 率
前回ﾒｰｷｬｯﾌﾟ
前回修正出席率

10 名  津田 , 石川 , 木村 , 寺島 , 武田
　　児島 , 清水 , 轡田 , 菅原 , 宮岸各会員

０名　

１１月１５日(火）
１１月２２日(火）
１１月２９日(火）
１２月　６日(火）
１２月１３日(火）

３3 名  （出席免除者１名中 0 名出席）

６８，７５％

No2965 第 11 回例会

例 会 案 内 例会案内「11 月～ 12 月」

出 席 報 告

佐々木　幹事

遠藤親睦活動委員長

７８，７９％

担 当： 例 会 運 営 委 員 会

前例会幹事報告

委 員 会 報 告

佐 藤 会 長会 長 挨 拶

ス マ イ ル BOX 累計額　\143,000

　１０月２１日に深川市開村 130 年市政 60 周
年の記念式典に出席してまいりました。オープ
ニングでの深川中学行の吹奏楽部の演奏が印象
的でした。また留萌におきまして会長幹事会が
開催され、各クラブの近況報告がなされました。
各クラブともコロナ禍の中、工夫をしながら通
常の例会をしているようです。
　地区大会で会員増強の優秀クラブ表彰で昨年
度会員増強第 3 位を受賞致しました。地区大会
の表彰台には２位までという事で残念ながら表
彰台に上ることはできませんでした。

■■■■■■■会員誕生■■■■■■■■
轡田光章会員　　　昭和 27 年 11 月 30 日
■■■■■■■夫人誕生■■■■■■■■
圓浄ゆかり様　　　　　　　　11 月　9 日
津田　恭子様　　　　　　　　11 月 17 日
古田　寿子様　　　　　　　　11 月 22 日
■■■■■■■結婚記念日■■■■■■■
飛弾野貴広会員 　　  平成 10 年 7 月 17 日
■■■■■■■■創立記念■■■■■■■
大西祥太会員　　　明治 38 年 11 月 17 日

11 月 8 日例会

会

員

祝

福

■砂川 RC、羽幌 RC、赤平 RC より会報・例会案内
■ザ・ロータリアン英語版の送付
■ＲＩ 2510 地区より役員名簿の送付

■本年度クリスマス家族会を 12 月 13 日に開催いた
します。本年度もコロナ禍のため会員とご夫人のみ
の出席で、お子様にはお土産を用意いたします。
11 月 29 日までご出欠の確認をお願いいたします。

https://mypage.fukanavi.com/rotary/

大西祥太 P 会長　前例会のゲームで優勝
古田会員　　　　妻の誕生日
佐々木幹事　　　早退

村中 PAG 卓話
IMAGINE
R O T A R YRI2510 地区

大西道祥 PAG卓話

成田雅敏 P会長
ＲＩ 2510 地区　松浦ガバナーエレクトより
第 1 グループガバナー補佐委嘱状



深川
Ｒ  Ｃ

■例会場 ラ・カンパーニュホテル深川

■事務局 〒074-0004深川市4条９番40号          

　プラザ深川３Ｆ ℡(0164)34-6228 

委 員 長

副委員長

大西　祥太
伊東由紀夫

会　長　佐藤　 幸治　   会長エレクト　圓浄  貴之   　   副 会 長    飛騨野貴広
幹　事　佐々木  弘 有    　副      幹      事   寺島　康宏　　   会       計    長澤　勤　

■ URL Ｈ ttp://mypage.fukanavi.com/rotary/ ■ Mail  fukagawa- ＲＣ @club502.jp

■例会日　毎週火曜日

■姉妹クラブ　南海ＲＣ（韓国）

■第２５１０地区第１グループ
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ロータリー財団
ロータリー財団の正式名称は、「国際ロータリーのロータリー財団」です。 

非営利財団で、ロータリアンをはじめ、より良い世界を築こうというビジョ

ンを共有する財団支援者の自発的な寄付のみによって支えられています。 

国際ロータリーの目的を推進するための単独の信託機関として、全資産を

維持、投資、管理、運営しています。　

ロータリー財団の使命 
 ロータリアンが、世界で健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を

救済することを通じて、世界理解、親善、平和を達成できるようにするこ

とです。

ロータリー財団の歴史 

 1917 年、 6 人目の国際ロータリー会長 アーチクランフが「基金を作り、世界的規模で慈善・教育・

その他社会奉仕の分野で何か良い事をしよう」とアトランタ国際大会で提案しました。この基金が発

展し、1928 年 ロータリー財団と名づけられ、国際ロータリーから独立した別機関となりました。

教育的プログラム 　「ロータリー財団国際親善奨学金」

　ロータリー財団国際親善奨学金は、ロータリークラブの所在する自国以外の国で、大学レベルの勉

学や研修を受けるために授与される奨学金です。この奨学金制度は、現在民間レベルでは世界最大規

模のもので、毎年世界中で 800-1000 名の奨学生が外国の教育機関へ留学し、留学先では親善大使と

しての役割も果たしています。ロータリー財団は 22.6 小節で述べておりますように、財団創立 100

周年を目指して「未来の夢計画」を立案し、その新しいプログラムを 2010-11 年度より、世界の幾つ

かのパイロット地区において試験的に実施します。

人道的補助金プログラム 　「地区補助金」

   ＝ DSG (District Simplified Grants)    地区および地区内クラブの地域社会、あるいはロータリーの所

在しない外国における奉仕活動や人道的活動を支援することを目的としています

特別プログラム  　「ポリオ・プラス」

   ロータリーは 1979 年にフィリピンで 600 万人の児童にポリオ予防接種をするという 5 ヵ年のプロ

ジェクトを開始しました。これは初の 3-H プロジェクトで、補助金が授与されました。そして 1980

年代初めには世界中の児童にポリオの予防接種をするというプログラムを計画し、1985 年にポリオ・

プラス・プログラムを設けたのです。「プラス」は当初、ポリオとともにはしか、ジフテリア、結核、

百日咳、破傷風の 5 つを加え、同時追放を目的としたため名づけられましたが、現在は世界的ポリオ

撲滅運動がもたらした遺産を指しています。プログラムの発足以来、20 億以上の子供たちが経口ポリ

オ・ワクチンを接種してきました。「ロータリーの 2 億ドルのチャレンジ」は、ポリオ撲滅のためにビ

ル・アンド・メリンダ・ゲイツ財団から 2 度にわたり授与された総額 3 億 5,500 万ドルの補助金に応え、

ロータリーがそれに上乗せするために 2 億ドルを集める募金活動です。

 アーチクランフ


